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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタル方式の放送により配信される映像コンテンツを取得する映像コンテンツ取得手
段と、
　前記映像コンテンツの内容を表す複数の特徴量を抽出する特徴量抽出手段と、
　前記特徴量の割り当てにより設定された軸で張られる分類配置空間内に、前記映像コン
テンツを分類配置する分類配置手段と、
　前記映像コンテンツの内容を視覚的に表すアイコンを生成するアイコン生成手段とを含
むデジタル映像コンテンツ閲覧装置において、
　前記映像コンテンツをチャンネル単位、番組単位又は規定時間単位の映像コンテンツセ
グメントに分割する映像コンテンツ分割手段と、
　前記各映像コンテンツセグメントに対応する前記アイコンの集合を、前記分類配置手段
による分類配置結果の位置に配置したときの利用者が指定した特定の注目する表示領域に
応じて表示する分類配置表示手段と、
　前記分類配置表示手段により表示された前記アイコン集合中の指定された前記アイコン
に対応する前記映像コンテンツセグメントを再生するのみでなく、指定された映像コンテ
ンツセグメントからの距離の２乗に反比例した速度で付近の映像コンテンツセグメントを
再生表示する映像再生手段とを含み、
　前記映像コンテンツ分割手段において分割の単位を任意に再設定することができ、前記
アイコン生成手段が前記映像コンテンツセグメントに対応する前記アイコンを再生成し、



(2) JP 4587416 B2 2010.11.24

10

20

30

40

50

前記特徴量抽出手段が前記再設定された分割の単位における前記映像コンテンツセグメン
トの特徴量を抽出し、前記分類配置表示手段において前記映像コンテンツセグメントに対
応する前記アイコンを再配置して再表示することを特徴とするデジタル映像コンテンツ閲
覧装置。
【請求項２】
　前記映像コンテンツからユーザが好みの内容を選択するための情報が記述されたユーザ
・プロファイル情報を管理するユーザ・プロファイル管理手段と、
　前記ユーザ・プロファイル情報に記述された内容に基づいて前記映像コンテンツ取得手
段が取得した前記映像コンテンツを選択するフィルタリング手段と、
　前記映像コンテンツ分割手段と、前記特徴量抽出手段と、前記分類配置手段と、前記分
類配置表示手段による各処理を行うために、前記フィルタリング手段により選択された前
記映像コンテンツを格納する映像コンテンツ格納手段とをさらに含む請求項１記載のデジ
タル映像コンテンツ閲覧装置。
【請求項３】
　前記映像再生手段は、前記分類配置表示手段により表示された前記アイコン集合中の特
定の前記アイコンを指定することで、対応する前記映像コンテンツセグメントの内容を指
定された前記アイコンの位置に再生表示する請求項１又は２記載のデジタル映像コンテン
ツ閲覧装置。
【請求項４】
　前記分類配置手段によって、異なる２つのコンテンツセグメントの特徴量を軸とする二
次元の分類配置空間に前記映像コンテンツセグメントが配置されるときに、前記分類配置
表示手段において前記各映像コンテンツセグメントの内容を表す前記アイコンとして前記
各映像コンテンツセグメントのトピックとなる画像を時系列に生成し、画面の奥行き方向
に画像の時系列として示されている前記アイコンを順に表示する請求項１又は２記載のデ
ジタル映像コンテンツ閲覧装置。
【請求項５】
　前記映像再生手段において、指定された前記アイコンに対応する前記映像コンテンツセ
グメントが前記分類配置表示手段による表示とは独立の位置に再生表示され、かつ、指定
された前記アイコンが強調表示される請求項１又は２記載のデジタル映像コンテンツ閲覧
装置。
【請求項６】
　前記映像コンテンツセグメントの特徴量が、前記映像コンテンツセグメントを構成する
動画像データの各フレーム画像の色の割合である請求項１又は２記載のデジタル映像コン
テンツ閲覧装置。
【請求項７】
　前記映像コンテンツセグメントの特徴量が、前記映像コンテンツセグメントを構成する
動画像データの各フレーム画像の中で、最も面積の大きい色である代表色である請求項１
又は２に記載のデジタル映像コンテンツ閲覧装置。
【請求項８】
　前記映像コンテンツセグメントの特徴量が、前記映像コンテンツセグメントを構成する
動画像データにおける画素の輝度分布パターンである請求項１又は２に記載のデジタル映
像コンテンツ閲覧装置。
【請求項９】
　前記分類配置表示手段が、前記映像コンテンツセグメントを構成する各フレーム画像か
ら人物の顔領域を部分画像として切り出し、前記映像コンテンツにおける登場人物一覧と
して顔領域の部分画像集合を並べて表示する登場人物一覧表示機能を有する請求項１又は
２記載のデジタル映像コンテンツ閲覧装置。
【請求項１０】
　前記分類配置表示手段が、前記映像コンテンツセグメントに付随する番組データ中のＵ
ＲＬ(Universal Resource Locator)が指すウェブ文書をＷＷＷ(ワールドワイドウェブ)サ
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ーバを介して取得し、表示する機能を有する請求項１又は２記載のデジタル映像コンテン
ツ閲覧装置。
【請求項１１】
　前記映像コンテンツ取得手段が、複数の放送局から配信される映像コンテンツを同時に
取得し、前記複数の映像コンテンツが前記映像コンテンツ格納手段を介さず、逐次的に前
記分類配置表示手段により表示される請求項１又は２記載のデジタル映像コンテンツ閲覧
装置。
【請求項１２】
　前記分類配置表示手段が、分類配置結果の表示内容の画面イメージを格納する機能、又
は印刷装置を介して印刷する機能を有する請求項１又は２記載のデジタル映像コンテンツ
閲覧装置。
【請求項１３】
　デジタル方式の放送により配信される映像コンテンツを取得する工程と、
　前記映像コンテンツの内容を表す複数の特徴量を抽出する工程と、
　前記特徴量の割り当てにより設定された軸で張られる分類配置空間内に、前記映像コン
テンツを分類配置する工程と、
　前記映像コンテンツの内容を視覚的に表すアイコンを生成する工程とを含むデジタル映
像コンテンツ閲覧方法において、
　前記映像コンテンツをチャンネル単位、番組単位又は規定時間単位の映像コンテンツセ
グメントに分割する工程と、
　前記各映像コンテンツセグメントに対応する前記アイコンの集合を、前記分類配置結果
の位置に配置したときの利用者が指定した特定の注目する表示領域に応じて表示する工程
と、
　表示された前記アイコン集合中の指定された前記アイコンに対応する前記映像コンテン
ツセグメントを再生するのみでなく、指定された映像コンテンツセグメントからの距離の
２乗に反比例した速度で付近の映像コンテンツセグメントを再生表示する工程とを含み、
　分割の単位を任意に再設定することができ、前記映像コンテンツセグメントに対応する
前記アイコンを再生成するとともに、前記再設定された分割の単位における映像コンテン
ツセグメントの特徴量を抽出し、前記映像コンテンツセグメントに対応するアイコンを再
配置して再表示することを特徴とするデジタル映像コンテンツ閲覧方法。
【請求項１４】
　デジタル方式の放送により配信される映像コンテンツを取得するステップと、
　前記映像コンテンツの内容を表す複数の特徴量を抽出するステップと、
　前記特徴量の割り当てにより設定された軸で張られる分類配置空間内に、前記映像コン
テンツを分類配置するステップと、
　前記映像コンテンツの内容を視覚的に表すアイコンを生成するステップとを含むデジタ
ル映像コンテンツ閲覧方法を実現するコンピュータに実行させるプログラムを記録したコ
ンピュータ読み取り可能な記録媒体において、
　前記映像コンテンツをチャンネル単位、番組単位又は規定時間単位の映像コンテンツセ
グメントに分割するステップと、
　前記各映像コンテンツセグメントに対応する前記アイコンの集合を、前記分類配置結果
の位置に配置したときの利用者が指定した特定の注目する表示領域に応じて表示するステ
ップと、
　表示された前記アイコン集合中の指定された前記アイコンに対応する前記映像コンテン
ツセグメントを再生するのみでなく、指定された映像コンテンツセグメントからの距離の
２乗に反比例した速度で付近の映像コンテンツセグメントを再生表示するステップとを含
み、
　分割の単位を任意に再設定することができ、前記映像コンテンツセグメントに対応する
前記アイコンを再生成するとともに、前記再設定された分割の単位における映像コンテン
ツセグメントの特徴量を抽出し、前記映像コンテンツセグメントに対応するアイコンを再
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配置して再表示することを特徴とするコンピュータに実行させるプログラムを記録したコ
ンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、デジタル方式の地上波放送や衛星放送、あるいはケーブル放送等により配信さ
れる大量の映像コンテンツから所望の番組、あるいはシーン等を効率的に検索して再生す
るべく、映像コンテンツの内容を表す画像特徴や音声データから得られるテキストや付随
して配信される番組データ等の特徴量に基づいて、映像コンテンツを二次元あるいは三次
元の仮想的な空間に分類配置表示して閲覧するとともに、選択した番組やシーン等を再生
することができるデジタル映像コンテンツ閲覧装置及び方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
昨今の通信インフラも含むデジタル関連技術の急速な進展によって、多チャンネルを有す
るデジタル放送サービスが多数提供されるようになってきた。かかるデジタル放送によっ
て、多数のチャンネルにより配信される大量の番組(プログラム)の中から、利用者が所望
の番組等を選択することは容易ではない。すなわち、チャンネル数が非常に多いことから
、従来のアナログ放送のように新聞や雑誌等のテレビ欄を参照する方法では、閲覧するだ
けでも想到の時間を要するという問題点がある。また、利用者がテレビ受像機やリモコン
等を用いて順次チャンネルを切替える方法でも同様の手間がかかるという問題点がある。
【０００３】
かかる問題点を解消するべく、特開平１０－２１５４１９号公報、あるいは特開平１１－
１９６３４３号公報等においては、デジタル放送において映像コンテンツに付随して配信
される各チャンネルの放送内容を表す情報（放送時刻や番組タイトル等）で構成されたＥ
ＰＧ（Electric Program Guide）に基づいて選局用の番組表を新たに作成し、効率的に選
局する手段を提供する方法が開示されている。
【０００４】
しかし、このように番組表を用いる方法だけでは、番組データに記述された放送時刻や番
組名が表示されるだけなので、映像の視覚的な内容を見ながらの選局をすることはできな
い。
【０００５】
そこで、特開平１１－１２２５５５号公報においては、複数のチャンネルの放送内容を、
三次元ＣＧ技術を用いることによって、本をめくるが如く表示するナビゲーション機能を
用いる方法について開示されている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、特開平１１－１２２５５５号公報に開示されているナビゲーション機能で
は、多数のチャンネルの放送内容を順次確認しなければならず、結局すべての放送を確認
しなければどの放送内容が利用者の欲する内容であるのか確定することができないという
問題点があった。したがって、多数のチャンネルから効率的に選局するためには、各チャ
ンネルの放送内容を同時に閲覧できることが必要である。
【０００７】
さらに、現在放送中の番組の選択だけでなく、所望の番組の映像コンテンツを予めキーワ
ード等でフィルタリングして録画(格納)した内容を閲覧する用途では、チャンネル(放送
局)単位や番組単位のみならず、一つの番組の中におけるシーン単位に閲覧して選択する
ことができる必要があるが、特開平１１－１２２５５５号公報において開示された方法で
は、すべてのシーンを確認する必要があり効率的でない。
【０００８】
また、映像コンテンツの内容を表す情報として番組データに記述された放送時刻や番組名
だけでなく、映像コンテンツの視覚的な特徴や音声データをテキストに変換して得られる
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意味的な特徴などの観点から分類配置して画面上に表示することが必要であり、かつ分類
配置するため観点を柔軟かつ迅速に切り替えられる必要がある。
【０００９】
本発明は、上記問題点を解消すべく、デジタル映像コンテンツを番組単位、カットの切り
替わり点単位、一定の時間単位等に分割した映像コンテンツセグメントを色等の視覚的な
特徴量、付随する音声データをテキスト変換して得られる意味的な特徴量などに基づいて
、二次元あるいは三次元空間に分類配置して表示し、必要であれば分類配置に用いる特徴
量を順次変更して再分類配置した結果を迅速に表示し、利用者が閲覧して所望の映像コン
テンツを再生表示することで、大量に録画されたデジタル映像コンテンツの効率的な検索
と鑑賞を行うことができるデジタル映像コンテンツ閲覧装置及び方法を提供することを目
的とする。
【００１０】
また、多数のチャンネルから配信される複数のデジタル映像コンテンツをリアルタイムで
扱うことにより、放送中の多数のチャンネルから所望の番組を効率的に選局できることも
目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために本発明にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置は、デジタル
方式の放送により配信される映像コンテンツを取得する映像コンテンツ取得手段と、映像
コンテンツの内容を表す複数の特徴量を抽出する特徴量抽出手段と、特徴量に基づいて映
像コンテンツを分類配置空間内に分類配置する分類配置手段と、映像コンテンツの内容を
視覚的に表すアイコンを生成するアイコン生成手段とを含むデジタル映像コンテンツ閲覧
装置であって、映像コンテンツをチャンネル単位、番組単位又は規定時間単位の映像コン
テンツセグメントに分割する映像コンテンツ分割手段と、各映像コンテンツセグメントに
対応するアイコンの集合を、分類配置手段による分類配置結果の位置に配置したときの特
定の視点に応じて表示する分類配置表示手段とを含み、映像コンテンツ分割手段において
分割の単位を任意に再設定することができ、アイコン生成手段が映像コンテンツセグメン
トに対応するアイコンを再生成し、特徴量抽出手段が再設定された分割の単位における映
像コンテンツセグメントの特徴量を抽出し、分類配置表示手段において映像コンテンツセ
グメントに対応するアイコンを再配置して再表示することを特徴とする。
【００１２】
かかる構成により、大量に録画されたデジタル映像コンテンツをチャンネル(放送局)単位
、番組単位又は規定時間単位等で分割した映像コンテンツセグメントとして扱い、各映像
コンテンツセグメントを視覚的な特徴量や意味的な特徴量に基づいて二次元あるいは三次
元空間に分類配置して表示することで、利用者が所望の番組、あるいはシーン等を効率的
に見つけることが可能となる。
【００１３】
また、各映像コンテンツセグメントの内容を表すアイコン(例えば、先頭フレーム画像)が
並べて表示された分類配置結果に対し、利用者が指定したアイコンに対応する映像コンテ
ンツセグメントの内容を再生表示することで、利用者は選択した映像コンテンツセグメン
トを迅速に鑑賞することが可能となる。
【００１４】
さらに、利用者が所望のシーン等を見つけるときに、まず、ジャンルや番組単位の映像コ
ンテンツセグメントを対象として分類配置表示し、所望の番組を見つけ、次に見つけた番
組の内容の詳細を閲覧するために、見つけた番組を構成するシーン単位、あるいは一定時
間単位等のより詳細な単位の映像コンテンツセグメントを対象として分類配置表示するこ
とも可能となる。
【００１５】
また、本発明にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置は、映像コンテンツから利用者が
好みの内容を選択するための手段が記述されたユーザ・プロファイル情報を管理するユー
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ザ・プロファイル管理手段と、ユーザ・プロファイル情報に記述された内容に基づいて映
像コンテンツ取得手段が取得した映像コンテンツを選択するフィルタリング手段と、フィ
ルタリング手段により選択された映像コンテンツを格納する映像コンテンツ格納手段とを
さらに含むことが好ましい。利用者にとって必要と考えられる映像コンテンツを自動的に
絞り込むことができ、検索効率を高めることができるからである。
【００１６】
また、本発明にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置は、分類配置表示手段により表示
されたアイコン集合中の特定のアイコンを指定することで、対応する映像コンテンツセグ
メントの内容を指定されたアイコンの位置に再生表示する映像再生手段をさらに含むこと
が好ましい。指定した映像コンテンツが所望の内容であるか否かを即座に判断するためで
ある。
【００１７】
また、本発明にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置は、分類配置手段によって、二つ
の軸で張られる二次元の分類配置空間に映像コンテンツセグメントが配置されるときに、
分類配置表示手段において各映像コンテンツセグメントの内容を表すアイコンとして各映
像コンテンツセグメントのフレーム画像の系列を生成し、画面の奥行き方向にフレーム画
像の系列として示されているアイコンを順に表示することが好ましい。映像コンテンツセ
グメントが短時間の内容であるとき、フレーム画像列のアイコンを見るだけで内容がわか
るため、動画再生によって生じる計算処理の負荷を軽減できるからである。
【００１８】
また、本発明にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置は、映像再生手段において、指定
されたアイコンに対応する映像コンテンツセグメントが分類配置表示手段による表示とは
独立の位置に再生表示され、かつ、指定されたアイコンが強調表示されることが好ましい
。分類配置空間におけるアイコンと独立に再生表示することで、分類配置結果と再生内容
を同時に見ながら閲覧することが可能となるからである。また、分類配置空間のアイコン
を強調表示することで、再生中の映像コンテンツセグメントの分類配置空間における位置
を見失わないためである。
【００１９】
また、本発明にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置は、映像再生手段において、指定
されたアイコンに対応する映像コンテンツセグメントを再生するのみでなく、他のアイコ
ンに対応する映像コンテンツセグメントについても、指定されたアイコンの分類配置空間
での位置を基点としたときの各アイコンの距離に応じた再生速度で再生表示することが好
ましい。分類配置空間では、利用者が注目している映像コンテンツセグメントの付近には
、注目している映像コンテンツセグメントと内容的に類似した映像コンテンツセグメント
が配置され、利用者にとって注目している映像コンテンツセグメントと同時に再生表示し
て閲覧したいときがある。
【００２０】
ただし、同時に同じ再生速度で複数の映像コンテンツセグメントを再生すると、内容を把
握しづらい。このとき、例えば注目している映像コンテンツセグメントを通常の再生速度
で再生表示し、付近の映像コンテンツセグメントについては、分類配置空間上における注
目映像コンテンツセグメントとの距離に反比例した速度で減速再生することで、同時に複
数の映像コンテンツセグメントを再生したとき把握がし易いからである。これは、人間の
目の有する、注視部分で最もよく見えて、注視部分から距離が離れるほど把握しづらくな
るという視覚的特性を利用したものである。
【００２１】
また、本発明にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置は、映像コンテンツセグメントの
特徴量が、映像コンテンツセグメントを構成する動画像データの各フレーム画像における
色の割合であることが好ましい。また、映像コンテンツセグメントを構成する動画像デー
タの各フレーム画像の中で、最も面積の大きい色である代表色であっても良い。さらに、
映像コンテンツセグメントを構成する動画像データにおける画素の輝度分布パターンであ
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ることも考えられる。
【００２２】
また、本発明にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置は、分類配置表示手段が、映像コ
ンテンツセグメントを構成する各フレーム画像から人物の顔領域を部分画像として切り出
し、映像コンテンツにおける登場人物一覧として顔領域の部分画像集合を並べて表示する
登場人物一覧表示機能を有することが好ましい。登場人物の観点から番組やシーンを見つ
けたいときに、登場人物の一覧表示によって支援可能となるからである。
【００２３】
また、本発明にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置は、分類配置表示手段が、映像コ
ンテンツセグメントに付随する番組データ中のＵＲＬ(Universal Resource Locator)が指
すウェブ文書をＷＷＷ(ワールドワイドウェブ)サーバを介して取得し、表示する機能を有
することが好ましい。映像コンテンツに関するＷＷＷサーバ上の情報を参照することで、
興味のある映像コンテンツの内容を迅速に、より多く知ることができるからである。
【００２４】
また、本発明にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置は、映像コンテンツ取得手段が、
複数の放送局から配信される映像コンテンツを同時に取得し、複数の映像コンテンツが映
像コンテンツ格納手段を介さず、逐次的に分類配置表示手段により表示されることが好ま
しい。多数のチャンネルで配信される放送中の映像コンテンツをリアルタイムで分類配置
表示することで、利用者の選局の支援を可能とするからである。
【００２５】
また、本発明にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置は、分類配置表示手段が、分類配
置結果の表示内容の画面イメージを格納する機能、又は印刷装置を介して印刷する機能を
有することが好ましい。映像コンテンツをＤＶＤ等に記録して保管するときに、分類配置
結果の表示内容の画面イメージも同様に格納しておくことで、後で内容を確認するため表
示することにより、記録内容の概要を容易に把握するためのインデックスとして利用する
ことが可能となるからである。また、分類配置結果の表示内容の画面イメージをインデッ
クス・シールとして印刷し、ＤＶＤ等の記録媒体のケース等に添付することで、表示装置
により内容を表示することなく、記録内容の概要を容易に把握することが可能となるから
である。
【００２６】
また、本発明は、上記のようなデジタル映像コンテンツ閲覧装置の機能をコンピュータの
処理ステップとして実行するソフトウェアを特徴とするものであり、具体的には、デジタ
ル方式の放送により配信される映像コンテンツを取得する工程と、映像コンテンツの内容
を表す複数の特徴量を抽出する工程と、特徴量に基づいて映像コンテンツを分類配置空間
内に分類配置する工程と、映像コンテンツの内容を視覚的に表すアイコンを生成する工程
とを含むデジタル映像コンテンツ閲覧方法であって、映像コンテンツをチャンネル単位、
番組単位又は規定時間単位の映像コンテンツセグメントに分割する工程と、各映像コンテ
ンツセグメントに対応するアイコンの集合を、分類配置結果の位置に配置したときの特定
の視点に応じて表示する工程とを含み、分割の単位を任意に再設定することができ、映像
コンテンツセグメントに対応するアイコンを再生成するとともに、再設定された分割の単
位における映像コンテンツセグメントの特徴量を抽出し、映像コンテンツセグメントに対
応するアイコンを再配置して再表示するデジタル映像コンテンツ閲覧方法並びにそのよう
な工程をプログラムとして記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体であることを特
徴とする。
【００２７】
かかる構成により、コンピュータ上へ当該プログラムをロードさせ実行することで、利用
者が所望のシーン等を見つけるときに、まず、ジャンルや番組単位の映像コンテンツセグ
メントを対象として分類配置表示し、所望の番組を見つけ、次に見つけた番組の内容の詳
細を閲覧するために、見つけた番組を構成するシーン単位、あるいは一定時間単位等のよ
り詳細な単位の映像コンテンツセグメントを対象として分類配置表示することができるデ
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ジタル映像コンテンツ閲覧装置を実現することが可能となる。
【００２８】
【発明の実施の形態】
（実施の形態１）
以下、本発明の実施の形態１にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置について、図面を
参照しながら説明する。図１は本発明の実施の形態１にかかるデジタル映像コンテンツ閲
覧装置の構成図を示す。
【００２９】
図１において、１０は映像コンテンツ取得手段を示し、デジタル方式の地上波放送や衛星
放送、あるいはケーブル放送等により配信される映像コンテンツを取得するものである。
【００３０】
また、１１は映像コンテンツ分割手段を示し、取得した時系列データである映像コンテン
ツについて、番組単位やカット切り替わり単位、あるいは規定時間単位等の映像コンテン
ツセグメントに分割するものである。
【００３１】
また、１２は特徴量抽出手段を示し、映像コンテンツ分割手段１１によって分割された各
映像コンテンツセグメントの内容を表す特徴量を抽出するものである。ここで、特徴量と
して考えられるのは、映像コンテンツセグメントの視覚的な内容を表す情報、映像コンテ
ンツセグメントの聴覚的な内容を表す情報、映像コンテンツセグメントの意味的な内容を
表す情報等である。
【００３２】
例えば映像コンテンツセグメントの視覚的な内容を表す情報としては、映像コンテンツセ
グメントを構成する動画像データ中に描かれた物体の色や大きさ、移動方向等、あるいは
映像コンテンツセグメントを構成する動画像データの各フレーム画像の色の割合である色
ヒストグラム、最も面積の大きい色である代表色、色の配置である色レイアウト、ＤＣＴ
変換を施して得られるＤＣＴ変換係数、ウェーブレット変換を施して得られるウェーブレ
ット変換係数、画素の輝度分布パターンであるテクスチャー特徴を数量化した画像情報等
が考えられる。
【００３３】
また、映像コンテンツセグメントの聴覚的な内容を表す情報としては、映像コンテンツセ
グメントに付随する音声データの周波数特性や振幅特性、時間変移特性を数量化した音情
報等が考えられる。
【００３４】
さらに、映像コンテンツセグメントの意味的な内容を表す情報としては、映像コンテンツ
セグメントに付随する音声データを音声認識して得られるテキスト情報やデジタル放送で
映像コンテンツに付随して配信される番組データ中のチャンネル番号、番組名、ジャンル
名等を表すテキスト情報等が考えられる。
【００３５】
次に、１３は分類配置手段を示し、特徴量抽出手段１２により抽出された特徴量に基づい
て、分類配置空間各軸への割り当てを設定するとともに、映像コンテンツセグメントの集
合を分類配置空間内に分類配置するものである。分類配置空間には、直交系の二つの軸に
よって張られる二次元平面や三つの軸によって張られる三次元空間等が考えられる。
【００３６】
また、１４はアイコン生成手段を示し、映像コンテンツセグメントの内容を視覚的に表す
アイコン画像を生成して表示するものである。アイコン画像としては、例えば映像コンテ
ンツセグメントの先頭フレーム画像が考えられるが、映像コンテンツセグメントの内容を
表す画像であれば特に限定されるものではない。
【００３７】
また、１５は分類配置表示手段を示し、各映像コンテンツセグメントに対応するアイコン
を分類配置手段１３による分類配置結果に基づいて、特定の視点に応じたアイコン集合と



(9) JP 4587416 B2 2010.11.24

10

20

30

40

50

してディスプレー等の表示装置に表示するものである。
【００３８】
そして、１６は映像再生手段を示し、分類配置表示手段１５により表示されたアイコン集
合中の特定のアイコンを指定することで、対応する映像コンテンツセグメントの内容を、
指定したアイコンの表示位置において再生表示するものである。ただし、アイコンの表示
位置において再生表示するものに限定されるものではなく、別途表示装置等において再生
表示するものであっても良い。
【００３９】
実際には、映像コンテンツ取得部１０が取得するデジタル映像コンテンツは大量であるこ
とから、ある程度のフィルタリングを行うことで、取り扱う情報量の調整を行うことが現
実的である。かかる機能を付加した構成図を図２に示す。
【００４０】
図２は、本発明の一実施例にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置の構成図である。図
２において、２１はユーザ・プロファイル管理手段を示し、映像コンテンツ取得手段１０
が取得した映像コンテンツから利用者が所望する映像コンテンツを選択するために用いる
ユーザ・プロファイル情報を管理するものである。ここでユーザ・プロファイル情報とは
、利用者が録画しておきたい映像コンテンツを映像コンテンツとともに配信される番組デ
ータ(放送時刻、ジャンル、番組名など)を参照して指定するための情報を意味し、例えば
図３に示すようなテキストを記述したコンピュータ読み取り可能な情報ファイルである。
【００４１】
図３に示す例においては、チャンネル番号が「２」である放送局で１９：００から２３：
００までに放送されるスポーツ番組のうち、番組情報に「野球」あるいは「サッカー」が
含まれている映像コンテンツと任意のチャンネルと時刻のニュース番組で番組情報に「パ
ソコン」が入っている映像コンテンツを録画することが記述されている。なお、ユーザ・
プロファイル情報の形式や記述項目や記述方法等については、特にこれに限定されるもの
ではない。
【００４２】
次に、２２はフィルタリング手段を示し、ユーザ・プロファイル管理手段２１が管理する
ユーザ・プロファイル情報を参照して、映像コンテンツ取得手段１０が取得した映像コン
テンツからユーザ・プロファイル情報で指定される条件に合致する映像コンテンツを選択
するものである。
【００４３】
また、２３は映像コンテンツ格納手段を示し、フィルタリング手段２２により選択された
映像コンテンツを格納するものである。かかる映像コンテンツ格納手段２３に格納されて
いる映像コンテンツに基づいて、図１に示した処理と同様の処理を行うことになる。
【００４４】
実際の構成例を図４に示す。図４は本発明の他の実施例にかかるデジタル映像コンテンツ
閲覧装置の構成図である。ここでは、デジタル方式の地上波放送や衛星放送、あるいはケ
ーブル放送等により配信される映像コンテンツを格納(録画)しておき、格納された映像コ
ンテンツの視覚的な内容や音響的な内容や意味的な内容を表す特徴量に基づいて各映像コ
ンテンツを視覚的に表すアイコンを二次元あるいは三次元の空間に分類配置して表示し、
表示結果に対して利用者が指定した映像コンテンツを再生表示することで、利用者が所望
の番組やシーンを見つけるために大量の映像コンテンツを効率的に閲覧し、鑑賞できるこ
とを目的としている。
【００４５】
図４において、４０は映像コンテンツ取得部を示し、デジタル方式の地上波放送や衛星放
送、あるいはケーブル放送等により配信される映像コンテンツを取得するものである。映
像コンテンツ取得部４０は、デジタル放送を受信するためのデジタル放送受信装置５１を
備えている。デジタル放送受信装置５１は、デジタル方式の地上波放送や衛星放送、ケー
ブル放送等それぞれのチューナである。
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【００４６】
また、４１はユーザ・プロファイル管理部を示し、映像コンテンツ取得部４０が取得した
映像コンテンツから、利用者が好みの内容を選択するためのキーワードやチャンネル選択
等が記述されたユーザ・プロファイル情報を管理する。ユーザ・プロファイル情報は、例
えば、図３に示されるようなテキスト情報ファイルであり、ユーザ・プロファイル管理部
４１が備える記憶媒体に格納されている。
【００４７】
かかる記憶媒体としては、半導体メモリや磁気記憶装置が考えられるが、特にこれらに限
定されるものではなく、あらゆる記憶媒体が使用できる。また、ユーザ・プロファイル情
報は、キーボードやマウス等の操作入力装置５８によって利用者によって編集することが
可能である。
【００４８】
また、４２はフィルタリング部を示し、映像コンテンツ取得部４０が映像コンテンツと同
時に取得した番組データとユーザ・プロファイル管理部４１が備える記憶媒体に格納され
たユーザ・プロファイル情報を照合し、ユーザ・プロファイル情報に記述された条件に適
合した映像コンテンツを選択する。例えば、ユーザ・プロファイル情報が図３に示されて
いる内容の場合、録画番号「１」の条件では、チャンネル番号が「２」である放送局が１
９：００から２３：００までに放送する番組の中で、ジャンルを示す番組データ中のテキ
スト文字列と「スポーツ」という文字列が完全一致あるいは部分一致し、かつ番組名ある
いは番組内容を表すテキスト文字列と「野球」あるいは「サッカー」という文字列が完全
一致あるいは部分一致する番組が選択されることになる。
【００４９】
次に、４３は映像コンテンツ格納部を示し、フィルタリング部４２が選択した映像コンテ
ンツを内部に備える記憶媒体に格納する。記憶媒体としては、半導体メモリや磁気記憶装
置が考えられるが、特にこれらに限定されるものではなく、あらゆる記憶媒体が使用でき
る。
【００５０】
また、４４は映像コンテンツ分割部を示し、映像コンテンツ格納部４３に格納された(フ
レーム画像の)時系列データである映像コンテンツを時間軸上で分割する。このように分
割された映像コンテンツの断片を、以下「映像コンテンツセグメント」と呼ぶ。
【００５１】
映像コンテンツの分割方法としては、図５（ａ)に示すように、番組単位の分割やカット
の切替り単位での分割が考えられる。また、別の方法として、図５(ｂ)に示すように、一
定の時間間隔での分割がある。また、図５(ａ)や図５(ｂ)に示すように、複数の分割方法
を階層的に用いる方法で分割することも可能である。
【００５２】
また、４５は特徴量抽出部を示し、映像コンテンツ分割部４４で分割された各映像コンテ
ンツセグメントの内容を表す特徴量を抽出する。抽出された特徴量は、内部に備える記憶
媒体に格納される。
【００５３】
次に、４６は分類配置部を示し、特徴量抽出部４５により抽出された特徴量から分類配置
空間各軸への割り当てを設定するとともに、設定された軸で張られる分類配置空間に各映
像コンテンツセグメントの集合を分類配置するものである。
【００５４】
図６(ａ)は特徴量「ジャンル」を一つの軸(横軸)に、特徴量「番組」をもう一つの軸(縦
軸)に設定したときの二次元の分類配置空間を模式図で示したものである。特徴量「ジャ
ンル」としては、番組データ中のジャンルを表す各文字列に番号を割当てたときの番号と
なる。また、特徴量「番組」としては、ユーザ・プロファイル情報中の番組を選択するた
めの各キーワード文字列に番号を割当てたときに、各映像コンテンツセグメントに付随す
る番組データ中の番組名を表す文字列に含まれる各キーワード文字列番号となる。
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【００５５】
かかる軸設定により、図６(ａ)においては、横軸方向にジャンル別のグループが並び、各
ジャンル別のグループについて縦軸方向に番組ごとの映像コンテンツセグメントのグルー
プが並ぶ。
【００５６】
図６(ｂ)は横軸と縦軸に色割合特徴量を設定し、奥行き方向の軸に時間特徴量を設定した
ときの三次元の分類配置空間を模式図で示したものである。色割合に関する特徴量は、各
映像コンテンツセグメントの先頭フレーム画像中における色の割合を頻度ベクトルとして
数量化したベクトル値である。時間特徴量は、各映像コンテンツセグメントの放送時刻で
ある。
【００５７】
かかる軸設定により、図６(ｂ)においては、横軸と縦軸が張る平面上で、色割合が似た(
色割合特徴量ベクトル値間の距離が近い)映像コンテンツセグメントほど近くに配置され
ることになる。また、放送時刻の早い映像コンテンツセグメントほど手前に配置される。
【００５８】
このように、一つの特徴量を複数の軸に設定することも可能である。また、図６に示され
てはいないが、特徴量と軸が多対１や多対多の関係になる割当ても可能である。
【００５９】
さらに、分類配置する方法として、図６(ａ)で示されるような特徴量から配置を一意に決
める方法も考えられる。なお、図６(ｂ)の色割合の類似関係に基づいて横軸と縦軸の張る
平面に配置するときには、自己組織化マップのアルゴリズムを用いて配置位置を計算する
。
【００６０】
次に、４７はアイコン生成部を示し、分類配置部４６による分類配置結果を表示する際に
各映像コンテンツセグメントを表示するためのアイコン画像を生成する。アイコン画像と
しては、例えば、映像コンテンツセグメントの先頭フレーム画像があるが、特にこれに限
定されるものではなく、映像コンテンツセグメントの内容を表す画像で有れば他の画像で
も良い。
【００６１】
また、図６（ｃ）に示すように三次元空間上にアイコン画像を配置する場合に、先頭フレ
ームだけではなく、トピックとなる画像を時系列に生成しておくことも考えられる。こう
することで、利用者の指定によって、映像コンテンツを時系列の順に表示することができ
、映像全てを確認することなく、当該映像コンテンツが希望のものであるか否かについて
判断することが容易となる。
【００６２】
アイコン画像は、内部に備える記憶媒体に格納される。記憶媒体としては、半導体メモリ
や磁気記憶装置が考えられるが、特にこれらに限定されるものではなく、あらゆる記憶媒
体が使用できる。
【００６３】
また、４８は分類配置表示部を示し、アイコン生成部４７が生成したアイコンを分類配置
部４６による分類配置結果の位置に配置したときの特定の視点に応じたアイコン集合をＣ
ＲＴや液晶ディスプレー等の表示装置５６を介して利用者に表示する。
【００６４】
さらに、利用者はキーボードやマウス等の操作入力装置５８によって視点位置を変更する
ことが可能であり、変更された視点に応じた分類配置結果を再表示する。また、分類配置
結果表示に対し、利用者は操作入力装置５８によって特定の映像コンテンツセグメントの
集合を指定することで、指定された映像コンテンツセグメント集合のみを対象として分類
配置部４６が再分類配置し、分類配置表示部４８が再分類配置結果に基づいて再表示する
ことができる。
【００６５】
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また、映像コンテンツセグメント集合を利用者が直接指定する代わりに、特徴量抽出部４
５が抽出した特徴量に関して利用者が操作入力装置５８によって指定した条件によって分
類配置表示対象の映像コンテンツセグメント集合を選択し、分類配置部４６が選択された
映像コンテンツセグメント集合を再分類配置し、分類配置表示部４８が再分類配置結果を
再表示することも可能である。例えば、映像コンテンツセグメントに付随する番組データ
中の内容を表すテキストや映像コンテンツセグメントに付随する音声データを音声認識し
て得られるテキストに関して、利用者が指定したキーワードを含む映像コンテンツセグメ
ントのみを分類配置表示の対象とすることができる。
【００６６】
また、利用者は操作入力装置５８によって、現在設定されている特徴量から分類配置空間
軸への割当ての再設定を指定することで、分類配置部４６は特徴量から分類配置空間軸へ
の割当てを再設定し、再設定された分類配置空間軸に基づいて再分類配置し、分類配置表
示部４８において再分類配置結果に基づいて再表示することができる。
【００６７】
また、利用者は操作入力装置５８によって、現在の映像コンテンツの分割単位を変更して
新たな分割単位を指定することで、映像コンテンツ分割部４４は変更された分割単位で映
像コンテンツを分割し、特徴量抽出部４５は特徴量を抽出し、分類配置部４６は再分類配
置し、分類配置表示部４８が再分類配置結果を再表示することができる。
【００６８】
また、分類配置表示部４８は、表示されている映像コンテンツセグメント中のフレーム画
像から人物の顔領域を部分画像として切り出して一覧表示する登場人物一覧表示部５３を
備えることも考えられる。利用者は登場人物一覧によって表示された顔画像集合を閲覧す
ることで、特定の人物が登場する番組やシーンを効率的に見つけることができる。
【００６９】
また、分類配置表示部４８は、映像コンテンツに付随する番組データが番組内容等を記述
したウェブドキュメントのＵＲＬを含むとき、ＷＷＷサーバに接続して番組データのＵＲ
Ｌが指すウェブドキュメントを取得し、表示するＷＷＷ情報参照部５４を備えることも考
えられる。利用者は操作入力装置５８により特定の映像コンテンツセグメントを指定する
ことで、ＷＷＷ情報参照部５４が表示する関連ウェブドキュメントを読むことが可能であ
り、指定した映像コンテンツセグメントの内容をより詳しく知ることができる。
【００７０】
そして、４９は映像再生部を示し、分類配置表示部４８により表示されたアイコン集合中
の特定のアイコンを指定することで、対応する映像コンテンツセグメントの内容を指定し
たアイコンの位置に表示装置５６を介して再生表示する。また、映像コンテンツセグメン
トに対応する音声(音響)データをスピーカ等の音響装置５７を介して再生することもでき
る。
【００７１】
利用者は操作入力装置５８により、内容を見たい映像コンテンツセグメントを再生して鑑
賞することができる。例えば、表示されているアイコンをマウス等でクリックしたり、あ
るいは一定時間以上ポインタがアイコンと重複した場合に再生することが考えられる。
【００７２】
また、指定した映像コンテンツセグメントだけでなく、付近の映像コンテンツセグメント
を同時に再生することも考えられる。この場合、分類配置空間において、指定した映像コ
ンテンツセグメントとの距離がＤである映像コンテンツセグメントは、（数１）により計
算される速度Ｓで再生されることが好ましい。ここで、（数１）において、Ｄ0

2は指定さ
れた映像コンテンツセグメントの再生速度であり、αは係数である。
【００７３】
【数１】
Ｓ＝α・Ｄ0

2／Ｄ2

この方法では、指定された映像コンテンツセグメントからの距離の二乗に反比例した速度
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で付近の映像コンテンツセグメントが再生される。こうすることで、指定された映像コン
テンツセグメントの視認性を害することなく、周囲にどのような映像コンテンツがあるの
か容易に確認することが可能となる。また、利用者は指定した映像コンテンツセグメント
の再生と同時に、分類配置空間上で視点位置を変えながらウォークスルーで閲覧すること
も可能となる。
【００７４】
映像コンテンツセグメントの再生は、分類配置空間表示上で再生するものでも良いし、分
類配置空間表示とは別の独立した領域で再生されるものであっても良い。分類配置空間表
示とは別の領域で再生される場合には、分類配置空間表示の中で、再生中である映像コン
テンツセグメントの位置を見失わないために、再生を指定した映像コンテンツセグメント
に対応するアイコンが赤色の枠を付加すること等で強調表示することが好ましい。ただし
、強調表示の方法は、特にこれに限定されるものではなく、強調表示の方法として別の色
の枠を付加する方法やアイコンの点滅等の方法であっても良い。
【００７５】
次に、図７は本発明の実施の形態１にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置の映像コン
テンツ格納時における処理の流れ図を示す。図７において、まずデジタル放送により配信
される映像コンテンツ及び付随する番組データは、デジタル放送受信装置を介して映像コ
ンテンツ取得部４０により取得される（ステップ７００）。取得された番組データはユー
ザ・プロファイル管理部４１が格納しているユーザ・プロファイル情報とフィルタリング
部４２により照合される（ステップ７０１）。ユーザ・プロファイル情報に記述された条
件に合致する番組データを有する映像コンテンツが映像コンテンツ格納部４３により記憶
媒体に格納される（ステップ７０２）。
【００７６】
また、図８は本発明の実施形態１にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置の閲覧時にお
ける処理の流れ図を示す。図８において、まず映像コンテンツ格納部４３に格納された映
像コンテンツは映像コンテンツ分割部４４により映像コンテンツセグメントに分割される
（ステップ８００）。次に、分割された各映像コンテンツセグメントについて特徴量抽出
部４５が特徴量を抽出する（ステップ８０１）。
【００７７】
そして、分類配置部４６が分類配置空間の各軸に割当てる特徴量を設定して、設定された
特徴量に基づいて、映像コンテンツセグメントを分類配置空間に配置する（ステップ８０
２）。一方で、配置した各映像コンテンツセグメントを表示するためのアイコンをアイコ
ン生成部４７が生成する（ステップ８０３）。
【００７８】
そして、分類配置表示部４８が所定の視点からの分類配置結果を、生成されたアイコンを
表示することで、表示装置５６上に表示する（ステップ８０４）。利用者は分類配置表示
の内容に対する操作を操作入力装置５８から入力し、分類配置表示部４８が当該操作内容
を判定する（ステップ８０５）。
【００７９】
操作内容が視点位置の変更である場合には、指定された視点位置に対してステップ８０４
以下を繰り返す。操作内容が分類配置空間軸の再設定である場合には、再設定された軸に
対してステップ８０２以下を繰り返す。操作内容が映像コンテンツの分割単位の再設定で
ある場合には、再設定された分割単位に対してステップ８００以下を繰り返す。
【００８０】
また、操作内容が現在表示されている映像コンテンツセグメント集合の絞込みである場合
には、操作入力装置５８から利用者によって与えられた条件に基づいて、分類配置表示部
４８が表示対象を絞り込んだ後、ステップ８０４以下を繰り返す（ステップ８０６）。
【００８１】
操作内容が人物一覧表示である場合には、分類配置表示部４８が現在表示されている映像
コンテンツセグメント中のフレーム画像から顔領域を部分画像として切り出し、顔領域部
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分画像の一覧を表示してステップ８０５以下を繰り返す（ステップ８０７）。
【００８２】
操作内容が映像コンテンツセグメントの関連ウェブドキュメント表示である場合には、操
作入力装置５８から利用者が指定した映像コンテンツセグメントについて、分類配置表示
部４８がＷＷＷサーバにアクセスしてウェブドキュメントを表示してステップ８０５以下
を繰り返す（ステップ８０８）。
【００８３】
操作内容が映像コンテンツセグメントの再生である場合には、操作入力装置５８から利用
者が指定した再生方法で、操作入力装置５８から利用者が指定した映像コンテンツセグメ
ントを映像再生部４９が再生表示してステップ８０５以下を繰り返す（ステップ８０９）
。操作内容が閲覧の終了の場合は処理を終了する。
【００８４】
以上のように本実施の形態１によれば、デジタル方式の地上波放送や衛星放送やケーブル
放送等により配信される映像コンテンツを格納(録画)しておき、格納された映像コンテン
ツの視覚的な内容や音響的な内容や意味的な内容を表す特徴量に基づいて各映像コンテン
ツを視覚的に表すアイコンを二次元あるいは三次元の空間に分類配置して表示し、表示結
果に対して利用者が指定した映像コンテンツを再生表示することで、利用者が所望の番組
やシーンを見つけるために大量の映像コンテンツを効率的に閲覧し、鑑賞することが可能
となる。
【００８５】
（実施の形態２）
次に、本発明の実施の形態２にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置について説明する
。本実施の形態２にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置は、複数の放送局により放送
中である多数のデジタル放送番組(チャンネル)に関する映像コンテンツを、チャンネル単
位に視覚的な内容や音響的な内容や意味的な内容を表す特徴量に基づいて二次元あるいは
三次元の空間上で動的に分類配置し、かつ再生することで、利用者が所望の番組を効率的
に選局できることを目的とする。
【００８６】
図９は本発明の実施の形態２にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置の構成図を示す。
図９においては、４０は映像コンテンツ取得部を示し、デジタル方式の地上波放送や衛星
放送やケーブル放送等により複数の放送局から配信される映像コンテンツを同時に取得す
る。４１はユーザ・プロファイル管理部を示し、利用者が所望の番組を選択するための条
件を記述したユーザ・プロファイル情報を格納する。４２はフィルタリング部を示し、映
像コンテンツ取得部４０が取得した映像コンテンツに付随する番組データとユーザ・プロ
ファイル管理部４１が格納しているユーザ・プロファイル情報を照合して、対象とするチ
ャンネル (番組)を選択する。なお、フィルタリング部４２がチャンネルを選択しないこ
とも可能であり、このときは受信可能なすべてのチャンネルが対象となる。
【００８７】
４３は映像コンテンツ格納部を示し、フィルタリング部４２が選択したチャンネル、ある
いは、受信可能なすべてのチャンネルの映像コンテンツを一時的に記憶媒体に格納する。
記憶媒体としては、高速にアクセス可能な半導体メモリ等が好ましい。
【００８８】
４４は映像コンテンツ分割部を示し、映像コンテンツ格納部４３が一時的に格納している
各チャンネルの映像コンテンツを規定時間単位に分割する。４５は特徴量抽出部を示し、
映像コンテンツ分割部４４が分割した各チャンネルの規定時間単位の映像コンテンツセグ
メントから視覚的な特徴量、音響的な特徴量、意味的な特徴量を抽出する。
【００８９】
４６は分類配置部を示し、特徴量抽出部４５が抽出する特徴量から分類配置空間の各軸へ
の割り当てを設定して、各チャンネルの映像コンテンツセグメントの特徴量に基づいて、
分類配置空間に各チャンネルの映像コンテンツセグメントを分類配置する。



(15) JP 4587416 B2 2010.11.24

10

20

30

40

50

【００９０】
４７はアイコン生成部を示し、映像コンテンツセグメントを視覚的に表すアイコン画像を
生成する。４８は分類配置表示部を示し、各チャンネルの映像コンテンツセグメントに対
応するアイコンを分類配置部４６による分類配置結果の位置に配置したときの特定の視点
に応じたアイコン集合を表示装置を介してユーザに表示する。
【００９１】
また、分類配置表示部４８は、映像コンテンツ取得部４０が逐次的に各チャンネルの映像
コンテンツを取得し、映像コンテンツ分割部４４が規定時間単位で分割して逐次的に映像
コンテンツセグメントを生成することにより対象となる映像コンテンツセグメント集合が
逐次的に(規定時間単位で)変更されるのに従い、分類配置結果が変更された時点で変更さ
れた分類配置結果の内容を自動的に再表示する。利用者は、時間的に変化する各チャンネ
ルの番組内容に応じた分類配置結果を閲覧することで、放送中の多数のチャンネルから所
望の番組を効率的に選択することができる。
【００９２】
さらに、図１０に示すように、利用者が操作入力装置５８から指定した特定の注目する表
示領域に分類配置されるチャンネルの映像コンテンツのみを表示対象とすることも可能で
ある。図１０の例では、二次元空間上に分類配置された映像コンテンツのうち、表示対象
となる映像コンテンツをマウス等によるドラッグ操作等によって支持することで、逐次的
に対象映像セグメント集合を変更することができ、かかる変更に伴って表示されるチャン
ネルも自動的に変更される。
【００９３】
また、図１０に示したような利用者が操作入力装置５８から指定した特定の注目する表示
領域について、逐次的な対象映像セグメント集合の変更にともなって新たなチャンネルの
映像コンテンツセグメントが指定された表示領域に現れたとき、あるいは、指定された表
示領域に表示されていたチャンネルの映像コンテンツセグメントが表示領域から消えたと
きに、内部に備える音響報知部９１がスピーカ等の音響装置５７から利用者に音響によっ
て報知することも考えられる。こうすることで利用者は、事前に所望の番組に対応する分
類配置表示上の領域を指定しておけば、指定領域に配置される番組が現れたとき、あるい
は、指定領域に配置されていた番組が消えたときに音響による報知を受けることができ、
分類配置表示を見続けることなく所望の番組の開始や終了を知ることが可能となる。
【００９４】
次に、４９は映像再生部を示し、分類配置表示部４８により表示されたアイコン集合中の
特定のアイコンを指定することで、対応する映像コンテンツセグメントの内容を指定した
アイコンの位置に表示装置５６上で再生表示する。また、リアルタイムのチャンネル選択
をする場合は、分類配置表示部４８が表示するすべてのチャンネルの映像コンテンツセグ
メントを対応するアイコンの位置に連続的に再生表示する。また、映像コンテンツセグメ
ントに付随する音声(音響)データも音響装置５７から再生する。
【００９５】
次に、図１１は本発明の実施の形態２にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置の処理の
流れ図を示す。複数の放送局のデジタル放送により配信される多数の映像コンテンツ及び
付随する番組データは、映像コンテンツ取得部４０により取得される（ステップ１１０）
。取得された各チャンネルの番組データはユーザ・プロファイル管理部４１が格納してい
るユーザ・プロファイル情報とフィルタリング部４２により照合される（ステップ１１１
）。そして、ユーザ・プロファイル情報に記述された条件に合致する番組データをもつチ
ャンネルの映像コンテンツが映像コンテンツ格納部４３により記憶媒体に一時的に格納さ
れる（ステップ１１２）。
【００９６】
映像コンテンツ格納部４３により格納された各チャンネルの映像コンテンツは映像コンテ
ンツ分割部４４により映像コンテンツセグメントに分割される（ステップ１１３）。分割
された各映像コンテンツセグメントについて特徴量抽出部４５が特徴量を抽出する（ステ
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ップ１１４）。
【００９７】
つづいて分類配置部４６が分類配置空間の各軸に割当てる特徴量を設定して、映像コンテ
ンツセグメントを分類配置空間に配置する（ステップ１１５）一方、各映像コンテンツセ
グメントを表示するためのアイコンをアイコン生成部４７が生成する（ステップ１１６）
。
【００９８】
分類配置表示部４８が特定の視点からの分類配置結果を、生成されたアイコンを表示装置
５６に表示することで、利用者に表示する（ステップ１１７）。利用者は分類配置表示の
内容に対する操作を操作入力装置５８から入力し、分類配置表示部４８が操作内容を判定
する（ステップ１１８）。
【００９９】
操作内容が図１０に示すような分類配置空間表示上での特定領域の指定による番組(映像
コンテンツセグメント)集合の絞込みである場合には、分類配置表示部４８が表示対象を
指定された表示領域に配置される映像コンテンツセグメントに絞り込んでステップ１１７
以下を繰り返す（ステップ１１９）。
【０１００】
操作内容が図１０に示すような分類配置空間表示上での特定領域の指定による音響報知機
能の起動である場合には、分類配置表示部４８が指定された領域に新たに映像コンテンツ
セグメントが配置されたとき、あるいは、指定された領域に配置されていた映像コンテン
ツセグメントが消えたときに、音響によってユーザに報知してステップ１１８以下を繰り
返す（ステップ１２０）。
【０１０１】
操作内容がアイコンにより表示中の映像コンテンツセグメントの連続再生である場合には
、各アイコンの位置に対応する各チャンネルの映像コンテンツセグメントを対応する各ア
イコンの位置に再生表示してステップ１１８以下を繰り返す（ステップ１２１）。
【０１０２】
また、ユーザの操作が一定時間(例えば１ミリ秒程度の短時間)の間行われなかった場合に
は、ステップ１１３以降を繰り返す。操作内容が処理の終了の場合は処理を終了する。
【０１０３】
以上のように本実施の形態２によれば、複数の放送局により放送中である多数のデジタル
放送番組(チャンネル)の映像コンテンツを、チャンネル単位に視覚的な内容や音響的な内
容や意味的な内容を表す特徴量に基づいて二次元あるいは三次元の空間上で動的に分類配
置し、また再生することで、利用者が所望の番組を効率的に選局することが可能となる。
【０１０４】
（実施の形態３）
次に、本発明の実施の形態３にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置について説明する
。本実施の形態３にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置は、デジタル放送により配信
される映像コンテンツだけでなく、インターネットを介してＷＷＷサーバから取得したデ
ジタル映像コンテンツやデジタルムービーで録画したデジタル映像コンテンツやアナログ
方式のムービーで録画した映像データをデジタルエンコーディングして得られるデジタル
映像コンテンツを対象として、映像コンテンツの視覚的な内容や音響的な内容や意味的な
内容を表す特徴量に基づいて２次元あるいは３次元の空間上で映像コンテンツを分類配置
し、また、再生することで、ユーザが抱える大量のデジタル映像コンテンツを効率的に閲
覧し、また、鑑賞することを目的とする。
【０１０５】
さらに、分類配置した映像コンテンツ集合とともに分類配置結果の表示内容を表す画像デ
ータを録画内容の画像インデックスとして一体として格納することにより、後日閲覧する
際に再び分類配置等の処理を要することなく画像インデックスを表示するだけで、録画し
た映像コンテンツ集合の概要を把握できることを目的とする。また、映像コンテンツ集合
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を外部のＤＶＤ－ＲＡＭやデジタルビデオテープ等の記憶媒体に格納することを可能とし
、画像インデックスを印刷して外部の記憶媒体のラベルとして添付することで、記憶媒体
に格納されている映像コンテンツ集合の概要を本発明のデジタル映像コンテンツ閲覧装置
、あるいは、他の再生装置で確認することなく把握できることを目的とする。
【０１０６】
図１２は、本発明の実施の形態３にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置の構成図を示
す。図１２においては、４３は映像コンテンツ格納部を示し、映像コンテンツ取得部４０
が取得するデジタル放送の映像コンテンツに加え、ＷＷＷサーバ上のデジタル映像コンテ
ンツ、あるいは、ＤＶＤやデジタルビデオテープや外部のハードディスクなどの記憶媒体
に格納されたデジタル映像コンテンツ、あるいは、デジタルムービーに記録されたデジタ
ル映像コンテンツやアナログムービーに記録された映像データをデジタルエンコーディン
グして得られるデジタル映像コンテンツを取得し、内部の記憶媒体に格納する。
【０１０７】
分類配置表示部４８は、利用者から表示中の映像コンテンツセグメントの分類配置結果の
保存を指定されたとき、分類配置結果の表示画像を画像インデックスとして生成し、映像
コンテンツ格納部４３は分類配置表示部４８が生成した画像インデックスを表示中の映像
コンテンツ集合と一体として内部に備える記憶媒体、あるいは、外部の記憶装置に格納す
る。
【０１０８】
また、映像コンテンツ格納部４３は、利用者から画像インデックスの印刷を指定されたと
きに、分類配置表示部４８が生成した画像インデックスをカラープリンター等の印刷装置
を介して印刷する。例えば、ＤＶＤに格納されている映像コンテンツの内容を分類配置表
示したときの画像インデックスをシール台紙に印刷し、ＤＶＤ媒体のケースに画像インデ
ックスとして添付することが可能である。
他の構成部については、実施の形態１と同様である。
【０１０９】
以上のように本実施の形態３によれば、本発明にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置
における閲覧対象となる映像コンテンツの種類が拡大するとともに、映像コンテンツ集合
の概要を容易に把握することが可能となる。
【０１１０】
なお、本発明の実施の形態にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置を実現するプログラ
ムを記憶した記録媒体は、図１３に示す記録媒体の例に示すように、ＣＤ－ＲＯＭ１３２
－１やフロッピーディスク１３２－２等の可搬型記録媒体１３２だけでなく、通信回線の
先に備えられた他の記憶装置１３１や、コンピュータ１３３のハードディスクやＲＡＭ等
の記録媒体１３４のいずれでも良く、プログラム実行時には、プログラムはローディング
され、主メモリ上で実行される。
【０１１１】
また、本発明の実施の形態にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置により生成された映
像コンテンツデータ等を記録した記録媒体も、図１３に示す記録媒体の例に示すように、
ＣＤ－ＲＯＭ１３２－１やフロッピーディスク１３２－２等の可搬型記録媒体１３２だけ
でなく、通信回線の先に備えられた他の記憶装置１３１や、コンピュータ１３３のハード
ディスクやＲＡＭ等の記録媒体１３４のいずれでも良く、例えば本発明にかかるデジタル
映像コンテンツ閲覧装置を利用する際にコンピュータ１３３により読み取られる。
【０１１２】
【発明の効果】
以上のように本発明にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置によれば、デジタル方式の
地上波放送や衛星放送やケーブル放送等により配信される映像コンテンツを格納(録画)し
ておき、格納された映像コンテンツの視覚的な内容や音響的な内容や意味的な内容を表す
特徴量に基づいて各映像コンテンツを視覚的に表すアイコンを２次元あるいは３次元の空
間に分類配置して表示し、表示結果に対してユーザが指定した映像コンテンツを再生表示
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することで、利用者が所望の番組やシーンを見つけるために大量の映像コンテンツを効率
的に閲覧し、鑑賞することが可能となる。
【０１１３】
さらに、複数の放送局により放送中である多数のデジタル放送番組(チャンネル)の映像コ
ンテンツをチャンネル単位に視覚的な内容や音響的な内容や意味的な内容を表す特徴量に
基づいて２次元あるいは３次元の空間上で動的に分類配置し、また、再生することで、利
用者が所望の番組を効率的に選局することが可能となる。
【０１１４】
また、デジタル放送により配信される映像コンテンツだけでなく、インターネットを介し
てＷＷＷサーバから取得したデジタル映像コンテンツやデジタルムービーで録画したデジ
タル映像コンテンツやアナログ方式のムービーで録画した映像データをデジタルエンコー
ディングして得られるデジタル映像コンテンツを対象として、映像コンテンツの視覚的な
内容や音響的な内容や意味的な内容を表す特徴量に基づいて２次元あるいは３次元の空間
上で映像コンテンツを分類配置し、また、再生することで、利用者が抱える大量のデジタ
ル映像コンテンツを効率的に閲覧し、また、鑑賞することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置の構成図
【図２】本発明の一実施例にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置の構成図
【図３】本発明の実施の形態１にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置におけるユーザ
・プロファイル情報の例示図
【図４】本発明の他の実施例にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置の構成図
【図５】本発明の実施の形態１にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置における映像コ
ンテンツ分割例の説明図
【図６】本発明の実施の形態１にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置における分類配
置空間の例示図
【図７】本発明の実施の形態１にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置における映像コ
ンテンツ格納時の処理流れ図
【図８】本発明の実施の形態１にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置における映像コ
ンテンツ閲覧時の処理流れ図
【図９】本発明の実施の形態２にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置の構成図
【図１０】本発明の実施の形態２にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置におけるユー
ザ注目領域の指定例示図
【図１１】本発明の実施の形態２にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置における処理
の流れ図
【図１２】本発明の実施の形態３にかかるデジタル映像コンテンツ閲覧装置の構成図
【図１３】記録媒体の例示図
【符号の説明】
１０　映像コンテンツ取得手段
１１　映像コンテンツ分割手段
１２　特徴量抽出手段
１３　分類配置手段
１４　アイコン生成手段
１５　分類配置表示手段
１６　映像再生手段
２１　ユーザ・プロファイル管理手段
２２　フィルタリング手段
２３　映像コンテンツ格納手段
４０　映像コンテンツ取得部
４１　ユーザ・プロファイル管理部
４２　フィルタリング部
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４３　映像コンテンツ格納部
４４　映像コンテンツ分割部
４５　特徴量抽出部
４６　分類配置部
４７　アイコン生成部
４８　分類配置表示部
４９　映像再生部
５１　デジタル放送受信装置
５２　表示対象絞込み部
５３　登場人物一覧表示部
５４　ＷＷＷ情報参照部
５５　ＷＷＷサーバ
５６　表示装置
５７　音響装置
５８　操作入力装置
９１　音響通知部
１３１　回線先の記憶装置
１３２　ＣＤ－ＲＯＭやフロッピーディスク等の可搬型記録媒体
１３２－１　ＣＤ－ＲＯＭ
１３２－２　フロッピーディスク
１３３　コンピュータ
１３４　コンピュータ上のＲＡＭ／ハードディスク等の記録媒体

【図１】

【図２】

【図３】
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